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先

月

門

司

松

ヶ
江

病

院

の
開

設

者

と
し
て

55
周

年

記

念

日

に
臨

席

回

想

し
た
こ
と
は
『
開

院

15
年

を
経

過

し
た
昭

和

51
年

北

九

州

市

門

司

保

健

所

主

催

で
「
高

齢

化

社

会

の
保

健

と

福

祉

に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
が
あ
り
そ
の

メ
ン
バ
ー
に
選

任

さ
れ
た
事

』
で
あ
っ
た
。 

メ
ン
バ
ー
は
宗

教

家

の
京

極

師

（
現 
敬

老

会

監

事

）
社

会

福

祉

法

人

代

表

藤

村

氏

（
特

別

養

護

老

人

ホ
ー
ム
陽

光

園

長

）
及

び
精

神

科

医

代

表

の
私

が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
で
保

健

所

長

の

司

会

で
行

わ
れ
た
。
ま
ず
、
京

極

師

は
生

老

病

死

の
四

苦

を
免

れ
ぬ
人

生

の
老

境

で
各

自

が

備

え
る
べ
き
こ
と
は
死

生

観

を
堅

持

す
る
為

信

仰

の
大

切

さ
を
説

得

さ
れ
た
。
藤

村

氏

は
現

在

の
老

人

福

祉

対

策

に
つ
い
て
、
私

は
脳

の
老

化

に
よ
る
痴

呆

は
薬

物

で
は
不

治

で
あ
り
、
心

の
支

え
は
家

族

の
絆

を
軸

と
考

え
る
が
核

家

族

化

の
時

代

の
中

で
の
高

齢

化

社

会

で
は
老

人

心

理

の
理

解

と
入

院

よ
り
も
介

護

に
重

点

を

置

く
計

画

が
望

ま
し
い
こ
と
を
力

説

し
た
記

憶

が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
を
契

機

と
し
て
宗

教

家

で
福

祉

に
も
造

詣

の
活

動

経

歴

豊

か
な
京

極

師

に
相

談

と
ご

指

導

を
受

け
て
、
地

域

社

会

へ
の
報

恩

も
兼

ね

る
老

人

福

祉

事

業

を
志

し
、
特

別

養

護

老

人

ホ
ー
ム
の
建

設

と
経

営

を
目

的

と
し
た
社

会

福

祉

法

人

敬

老

会

設

立

を
昭

和

51
年

に
申

請

し

翌

年

に
認

可

を
受

け
た
。
寄

付

と
医

療

援

助

に

利

便

な
病

院

の
隣

地

の
立

地

で
、
敷

地

の
寄

付

と
初

代

施

設

長

に
妻

の
姻

戚

の
草

野 

禎

医

師

（
鳥

取

県

衛

生

部

長

歴

）
の
就

任

を
懇

請

、

二

人

で
ホ
ー
ム
生

活

の
す
す
め
「
く
つ
ろ
ぎ
、
安

ら
ぎ
、
生

甲

斐

」
の
合

言

葉

と
傘

寿

の
園

長

で

松

和

園

が
ま
ほ
ら
ば
畑

地

区

に
誕

生

し
ま
し

た
。 

 

初
代
園
長
の
遺
作
の
短
歌
二
首 

 

陽
の
光
窓
辺
に
赤
く
射
し
初
め
て 

ひ
と
日
の
暮
ら
し
強
く
踏
み
出
す 

 

松
の
葉
の
如
く
に
睦
み
合
う
生
活

た

つ

き 

和
や
か
に
し
て 

美
し
き
か
な 

 

松
ぼ
っ
く
り 
七
句 

 
 

 
 

木
公
子 

  

第

12
回
三
世
代

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

 

間

奏

を
埋

め
る
協

賛

虫

し
ぐ
れ 

 

流

感

の
防

疫

会

議

マ
ス
ク
し
て 

 

上

体

を
正

し
て
受

盃

老

い
の
初

春 

 

白

梅

や

浴

窓

溢

れ

満

開

に 

 

紅

白

の
花

に
目

白

や
園

の
朝 

 

開

園

祭

へ
次

々

花

の
便

り
か
な 

 

老

い
重

ね
共

に
迎

ゆ
る
開

園

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
設
長 

 

福 

井 

智 

丈 

  

八
月
に
就
任
し
、
早
い
も
の
で
、
九
ヶ
月
が
経
過
致

し
ま
し
た
。
当
初
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
、
医
療

法
人
と
社
会
福
祉
法
人
と
の
違
い
に
、
日
々
迷
い
、
教

わ
り
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
少
し

ず
つ
慣
れ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

四
月
よ
り
大
幅
な
業
務
改
善
と
人
事
異
動
を
行
い
、

入
所
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
業
務
の
効
率
化
、

職
員
の
意
識
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

改
善
途
中
で
、
ま
だ
ま
だ
改
善
点
が
あ
り
ま
す
が
、
入

所
者
の
く
つ
ろ
ぎ
、
や
す
ら
ぎ
、
い
き
が
い
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て
今
後
も
業
務

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
熊
本
地
震
の
災
害
に
よ
り
、
病
院
や
施
設
が

孤
立
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
等
の
被
害
が
発
生

し
て
い
る
現
状
か
ら
、
当
園
も
災
害
時
の
非
常
食
の
確

認
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
、
今
後
の

大
き
な
課
題
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
水
道
・
電
気
設
備
の
見
直
し
、

災
害
避
難
誘
導
等
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
施
設
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。 

 

開
園
祭
に
寄
せ
て 

 

初
代
園
長
の
初
心
不
忘 



松和園では、入居者様が快適な生活を送れるように、「環境保全委員会」「３S 運動」にて、施設内

の環境整備のチェックや改善に取り組む活動を行っています。 

今回は、環境保全の取り組みについて、ご紹介いたします。 

 

 

                               

                               

                               

環境保全の取り組み 

「環境保全委員会」と「３S運動」の２重のチェックと環境整備の取り組みにより、入居者様にとって、

安全、清潔、快適な居住空間を提供できるように、職員一同、努めてまいりたいと思います。 

 

 

松和園では、毎月第３月曜日に環境保全委員会の巡回を行っ

ています。巡回メンバーには第三者評価として、門司松ヶ江病院

の事務長等の立ち会いのもと、館内を巡回し、清掃状況、備品の

点検等、細かくチェックをしていきます。 

指摘事項は、各部署に通達され速やかに改善し、環境の整備

に取り組んでいます。 

 

 

昨年１２月より、環境保全委員会の取り組みの一環として、

新たに「３S運動」を始めました。 

３S とは整理、整頓、清掃の事です。 

職場環境の美化と職員の環境整備の意識向上を目指し、

安全で快適な職場環境を作る事を目的としています。 

職員全員で、各々の持ち場について整理、整頓、清掃を 

行うように取り組んでいます。 

環境保全委員会 

３Ｓ運動 



                               

                               

                               

美貴の会様による舞踊 

 
いつまでも長生き 

しましょうね！ 

 

 

松和園は紅組です！みなさん頑張りました。 

 

 

 

第１２回目の三世代ふれあい 

チャリティーコンサート！ 

津軽三味線とのコラボで演奏し、 

大盛況でした。 

 

 

 



                               

                               

                               

みなさん力合わせて

クリスマスケーキを

作りました。 

 

 

 

サンタさんとトナカイさん登場！ 

 

 

松和園ダンスクラブ講師による 

車椅子ダンス 

 

 

 

紅組が優勝しました！おめでとうございます！！ 

 

 

 



                               

                               

                               

恒見神社に初詣。お天気も晴れて 

気持ちの良い元旦を迎えることが 

出来ました。 

 

 

福の神様勢揃いです。 

 

淡島神社に参拝し、豆腐を 

お納めしました。 

 



                               

                               

                               

おいしい「ひな寿司」をいただきました。 

 

お天気も良くてとても楽しかったよ！ 

 

小倉祇園太鼓 

 

おやじダンサーズ！ 

 

 

 

楽しかった

です！ 



          

 
 

 
 
 

あ
と
が
き 

  

４
月
の
初
旬
、
あ
る
入
居
者
様
が
「
席
か
ら
花
見
が
で

き
て
、
こ
こ
は
い
い
と
こ
ね
。」
と
窓
か
ら
見
え
る
中
庭
の

桜
に
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

松
和
園
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
施
設
の
中
か
ら
で

も
実
感
で
き
る
と
て
も
良
い
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

職
員
一
同
、
入
居
者
様
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
、

「
く
つ
ろ
ぎ
・
や
す
ら
ぎ
・
い
き
が
い
」
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
施
設
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

松
和
園 

広
報
委
員
一
同 

 

 

 

介護課 ユニット棟のヘルパーとして、今年３月２

４日付で入職しました、中村未来（みらい）です。介

護の仕事に就きたいと思ったきっかけは、中学生の時

に職場体験で介護を体験し、仕事の大変さと同時にお

年寄りの方々との「ふれあい」に感動した事です。几

帳面な自分の性格を生かして頑張ります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ショートステイ（短期入所）は、在宅の高齢者を介護している方が、病気、出産、冠

婚葬祭、旅行、休養などで自宅の介護が困難になった場合、短期間松和園でお預かりす

る事で、ご家族の負担を軽くし、在宅生活を安定させる事を目的としています。 

要介護認定において、「要支援」または「要介護」状態と認定された方が対象です。

送迎地域： 門司区 （小倉北区、小倉南区は相談に応じます） 

 


